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重点施策の着実な推進  に向けて 〜市の組織・機構を再編〜
　
地
方
分
権
社
会
の
到
来
に
伴
い
、地
方
公
共
団
体
に
は
自
主・
自
立
し

た
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、急
速
に
変
化
す
る
社

会
経
済
状
況
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
な
ど
に
柔
軟
か
つ

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、組
織・
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、常
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
度
は
、新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
開
始
す
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、重
点
施

策
の
着
実
な
推
進
に
向
け
た
組
織
整
備
を
実
施
し
、組
織
力
、機
動
力
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
＊�

組
織
図
は
再
編
を
行
っ
た
組
織
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
組
織

に
つ
い
て
は
、変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

再
編
の
主
な
内
容

■
重
点
施
策
を
着
実
に
推
進

　
す
る
た
め
の
体
制
強
化

　
市
が
重
点
的
に
取
り
組
む
６
つ
の

施
策
を
的
確
に
進
め
る
た
め
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、各
施
策

別
に
再
編
内
容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　

�

人
の
き
ず
な
と
元
気
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

　
健
診
業
務
や
予
防
接
種
な
ど
健
康

増
進
に
関
す
る
事
業
の
推
進
を
は
じ

め
、介
護
保
険
関
係
業
務
に
つ
い
て

も
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
的

確
な
事
務
の
推
進
を
図
る
た
め
、健

康
福
祉
部
に
お
い
て
、保
健
介
護
課

を
健
康
推
進
課
と
長
寿
福
祉
課
に
再

編
し
ま
す
。
ま
た
保
健
セ
ン
タ
ー
業

務
の
一
元
化
に
よ
り
、効
率
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、従
来
と
同
様
の
３
地
域
に
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
介
護
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

�

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
育
つ

環
境
づ
く
り

　
健
康
福
祉
部
お
よ
び
教
育
委
員
会

事
務
局
が
主
体
と
な
り
、次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
、社
会
福
祉
士
や
臨

床
心
理
士
な
ど
専
門
職
を
正
規
職
員

と
し
て
採
用
し
、相
談
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ま
た
教
育
研
究
所
に

は
、専
任
職
員
を
配
置
し
、教
育
に
関

す
る
調
査
研
究
や
教
職
員
の
研
修
な

ど
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

�

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た�

元
気
な
産
業
づ
く
り

　
年
々
、被
害
が
増
加
し
て
い
る
鳥

獣
害
の
対
策
強
化
を
図
る
た
め
、産

業
経
済
部
に
鳥
獣
害
対
策
室
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、都
市
農
村
交
流
事

業
の
本
格
化
や
個
別
補
償
制
度
の
確

実
な
実
施
に
向
け
、人
員
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、商
工
業
の

振
興
や
企
業
へ
の
人
権
啓
発
を
図
る

た
め
商
工
政
策
課
を
設
置
し
ま
す
。

　

�

高
速
道
路
等
を
活
か
し
た�

賑
わ
い
づ
く
り

　
新
名
神
高
速
道
路
を
活
用
し
た
事

業
展
開
や
、忍
者
を
テ
ー
マ
に
し
た

観
光
圏
等
に
よ
る
伊
賀
市
と
の
交
流

も
含
め
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、産
業
経
済
部
に
観
光
戦
略
推
進

室
を
新
設
し
ま
す
。

　

�

安
全・安
心
で
世
代
や
地
域

を
越
え
た
活
発
な
交
流
の
　

あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
放

送
、音
声
告
知
放
送
を
、市
内
全
域
で

利
用
で
き
る
光
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
網
の
整
備
に
向
け
て
、総
合
政
策

部
に
情
報
基
盤
整
備
推
進
室
を
新
設

し
ま
す
。

　

�

み
ん
な
で
支
え
あ
う
地
域�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　
自
治
振
興
会
を
中
心
と
し
た「
新

し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
創
造

に
向
け
、市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、市
内
23

か
所
に
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
新
設

し
ま
す
。
な
お
、こ
れ
ま
で
の
支
所

の
業
務
は
、旧
支
所
の
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
移
行
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
再
編

公
有
財
産
の
管
理
機
能
の
充
実

　
市
有
財
産
の
管
理
や
有
効
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、将
来
を
見
据
え
る

中
で
市
庁
舎
の
改
修
整
備
の
検
討
を

行
う
た
め
、総
務
部
に
公
有
財
産
管

理
室
を
新
設
し
ま
す
。

係
の
統
廃
合
な
ど

　
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
に
向
け
て

係
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
行
う
と
と

も
に
、事
業
内
容
が
わ
か
り
や
す
い

課
名
に
変
更
し
ま
す
。

人
材
育
成

　
組
織
機
構
の
再
編
に
併
せ
て
、県

や
他
の
自
治
体
へ
の
派
遣
研
修
や
人

事
交
流
を
行
い
、市
を
担
う
人
材
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

政策推進室社会福祉課商工観光課総務部　財政課 政策推進室社会福祉課商工政策課総務部　財政課

甲賀病院移転準備室子育て支援センター勤労青少年ホーム 甲賀病院移転準備室子育て支援センター勤労青少年ホーム総務部　公有財産管理室

情報政策課家庭児童相談室特区推進室 情報政策課家庭児童相談室

発達支援室信楽伝統産業会館 情報基盤整備推進室発達支援室信楽伝統産業会館

地域コミュニティ推進室こじか教室 地域コミュニティ推進室こじか教室観光戦略推進室

各支所（総務部）保健介護課農業振興課 各地域市民センター長寿福祉課農業振興課

水口地域保健支援センター

建設部　管理課

係総数　102係 水口地域包括支援センター鳥獣害対策室

建設部　建設管理課

94係

土山・甲賀地域保健支援センター農村整備課

建設部　建設課

土山・甲賀地域包括支援センター農村整備課

建設部　建設事業課 甲南・信楽地域保健支援センター林業振興課 甲南・信楽地域包括支援センター林業振興課

健康推進課

平成22年度平成22年度平成22年度平成22年度

平成22年度

平成23年度平成23年度平成23年度平成23年度

平成23年度

◦信楽地域◦
■信楽地域市民センター
　（地域振興課）
□雲井地域市民センター
□小原地域市民センター
□朝宮地域市民センター
□多羅尾地域市民センター

◦甲南地域◦
■甲南第一地域市民センター
　（地域振興課）
□甲南第二地域市民センター
□甲南第三地域市民センター
□甲南中部地域市民センター
□希望ケ丘地域市民センター

◦甲賀地域◦
■甲賀大原地域市民センター
　（地域振興課）
□油日地域市民センター
□佐山地域市民センター

◦土山地域◦
■土山地域市民センター
　（地域振興課）
□鮎河地域市民センター
□山内地域市民センター
□大野地域市民センター

◦水口地域◦
□伴谷地域市民センター
□柏木地域市民センター
□水口地域市民センター
□綾野地域市民センター
□貴生川地域市民センター
□岩上地域市民センター

各地域市民センター

職員課　人事係
☎65-0669　Fax63-4554

問い合わせ

これまでの支所の業務は旧支所の
地域市民センターに移行します。

6 2

345 1

総合政策部健康福祉部産業経済部公有財産の管理機能の充実

係の統廃合・課名変更

重点施策を着実に推進するための体制強化その他の再編
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被災地での給水活動（岩手県大船渡市台町公園）

認定こども園 平成24年4月 開園予定
　3月15日号でお知らせした、「認定こども園」にかかる施設整備補助金が、
　平成23年第1回甲賀市議会定例会において慎重審議のうえ可決されました。

　貴生川地域に開設予定の「認定こども園」は、法人による民営の施設であり、これまでの保育園・幼稚園
の枠組みを基本としながらも「教育の時間」などを通して保育園・幼稚園の壁を越えて、就学前教育を一
体的に行ないます。
　「認定こども園」開設は、市がめざす「待機児童“ゼロ”」の実現に向けて、大きな役割を果たすものと期
待されます。今、市と法人が協同しながら「認定こども園」開設に向け協議を進めています。また、「認定
こども園」への理解を深めていただくために、貴生川地域の保護者の皆様を中心に説明会を実施してい
ます。説明会でよく出される疑問についてお答えします。

　
貴
生
川
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
す
べ
て
の
地
域

か
ら
入
園
を
ご
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、認
定
こ
ど
も
園
に
通

っ
て
い
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
も
、子
育
て
相
談
や
親

子
の
集
い
の
場
の
提
供
な
ど
の
子
育
て
支
援
が
行
わ
れ

ま
す
。

■基本的な保育サービス
　保育料　　�保育園は公立園と同額。幼稚園は公立園から入園される場

合、公立園と同じ保育時間（5時間）であれば公立園と同額
　保育時間　�保育園は月〜金曜日8:30 〜 16:00、土曜日は8:30 〜 11:30
　　　　　　幼稚園は月〜金曜日9:00 〜 14:00
　保育園   長時間保育　�月〜金 朝7:30 〜 8:30、夕方16:00 〜 18:30� �

土曜日は11:30 〜 18:30も利用可
　保育内容　�家庭や地域と交流し、自然や動物を通しての感動体験など公

立園で実施している保育内容を継承

■希望者への別途有料保育サービス
　幼稚園   預かり保育　�月〜金 朝7:30 〜 9:00、夕方14:00 〜 18:30� �

土曜日や長期休暇期間中（春休み・夏休み・冬休み）
　保育園  延長保育　　�月〜金 夕方18:30 〜 19:00
　幼稚園　　アフタースクールの教育活動

　
貴
生
川
小
学
校
で
は
今
、
6
0
0
人
を
超
え
る
児

童
が
在
学
し
、や
む
な
く
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に

転
用
し
て
い
ま
す
。
児
童
数
は
今
後
も
増
え
続
け
、

現
在
公
立
園
に
在
籍
の
1
歳
か
ら
5
歳
の
お
子
様

が
小
学
校
に
在
校
さ
れ
る
平
成
27
年
に
は
8
0
0

人
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
児
童
数
急
増
に

対
応
す
る
た
め
、平
成
23
年
度
に
は
運
動
場
に
仮
設

教
室
を
増
設
し
ま
す
。
し
か
し
、運
動
場
は
現
在
で

も
児
童
数
に
対
応
で
き
る
広
さ
は
確
保
で
き
て
い

な
い
状
態
で
、特
に
運
動
会
等
の
催
し
で
は
大
き
な

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
運
動
場
に
、さ
ら

に
仮
設
教
室
を
建
設
す
る
と
、ま
す
ま
す
児
童
の
運

動
ス
ペ
ー
ス
が
狭
隘
と
な
り
、早
急
に
運
動
場
拡
張

に
着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童
も
現
在
76
人
と
な

り
、児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、今
後
も
入
所
希
望
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、新
し
い
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
確

保
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
は
、貴
生
川
幼
稚
園
、貴
生
川
保
育
園
を

閉
園
し
、認
定
こ
ど
も
園
に
公
立
園
の
機
能
を
引
継

ぐ
と
と
も
に
、そ
の
跡
地
を
利
用
し
、そ
れ
ぞ
れ
、貴

生
川
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
拡
張
に
、そ
し
て
、児
童

ク
ラ
ブ
施
設
に
活
用
す
る
こ
と
で
、喫
緊
の
課
題
へ

の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

認定こども園ではどんなサービスが受けられるの？

公
立
園
を
閉
園
し
、

な
ぜ
認
定
こ
ど
も
園

開
設
を
急
ぐ
の
？

認
定
こ
ど
も
園
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
？

問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
８
６
‐
８
１
７
９　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

現
地
で
の
支
援

　
被
災
地
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
甚

大
な
被
害
が
出
て
お
り
、特
に
水
の

不
足
は
大
変
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
市
で
は
、地
震
発
生
翌
日
の
12
日

か
ら
給
水
車
と
職
員
を
派
遣
し
、岩

手
県
、宮
城
県
で
給
水
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、要
請
に
よ
る
被
災

宅
地
危
険
度
判
定
士
や
、下
水
道
目

視
調
査
員
の
派
遣
な
ど
、被
災
地
の

復
旧
を
支
援
で
き
る
体
制
も
整
え
て

い
ま
す
。

避
難
者
の
受
け
入
れ

　
被
災
地
で
は
数
十
万
人
の
方
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
避
難
所
で
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
は
じ
め
、情
報
通
信
お
よ
び
交
通・

物
流
面
等
で
極
め
て
不
安
定
な
状
況

が
続
き
、過
酷
な
生
活
で
疲
労
が
深

ま
る
被
災
者
の
健
康
状
態
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、滋
賀
県
対
策

本
部
か
ら
の
要
請
を
受
け
、一
定
期

間
滞
在
で
き
る
市
の
施
設
を
開
放

し
、被
災
者
の
避
難
先
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、市
営
住
宅
を
提
供
し
、被

災
者
の
居
住
環
境
を
整
え
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、避
難
者
の
中
に
は
、多
く

の
子
ど
も
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
、被
災
し
た
児
童・生
徒

が
市
内
の
学
校
に
転
入
学
を
希
望
す

る
場
合
、弾
力
的
に
運
用
し
ま
す
。

救
援
物
資
の
提
供
に

ご
協
力
を

　
市
で
は
、被
災
さ
れ
た
方
が
必
要

と
さ
れ
る
物
資
に
つ
き
ま
し
て
、次

の
通
り
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
救
援
物
資

（
新
品
に
限
り
ま
す

4

4

4

4

4

4

4

）

　

飲
料
水・
茶（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入

り
、賞
味
期
限
が
２
か
月
以
上
あ
る

も
の
）、肌
着
、歯
ブ
ラ
シ・歯
磨
き
、

石
鹸（
洗
顔
石
鹸
含
む
）、
タ
オ
ル
・

バ
ス
タ
オ
ル
、紙
オ
ム
ツ（
大
人
用
・

こ
ど
も
用
）、
生
理
用
品
、
防
寒
着
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
マ
ス
ク
、

食
品
用
ラ
ッ
プ
、ぬ
い
ぐ
る
み（
30
㎝

以
内
の
も
の
）、乳
幼
児
向
け
が
ん
具

※�

現
時
点
で
は
右
記
物
資
の
み
受
け

付
け
ま
す
。

●
受
付
場
所

◦
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー（
水
口
庁
舎
）

◦
社
会
福
祉
課

（
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◦
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
土
山
支
所
）

◦
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
甲
賀
支
所
）

◦
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
甲
南
支
所
）

◦
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
信
楽
支
所
）

◦
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
各
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
土
、日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

�（
社
会
福
祉
課
、社
会
福
祉
協
議
会

は
平
日
の
み
）

●
輸
送
先
お
よ
び
輸
送
方
法

　

市
が
滋
賀
県
救
援
物
資
集
積
所

（
自
衛
隊
大
津
駐
屯
地
）に
搬
入
し
、

福
島
県
災
害
対
策
本
部
へ
搬
送
さ
れ

ま
す
。義

援
金
の
窓
口
は

　
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た

義
援
金
は
、日
本
赤
十
字
社
滋
賀
県

支
部
お
よ
び
中
央
共
同
募
金
会
を
通

じ
、被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
場
所

◦
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

◦
社
会
福
祉
課

◦
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
各
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

　

被
災
地
に
は
、救
援
を
待
つ
多
く

の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
一
刻
も
早

く
十
分
な
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
る
こ
と
は
私
た
ち
市
民
全
員
の
願

い
で
す
。

　

今
後
も
、市
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
の
救
援
、

被
災
地
の
復
興
支
援
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
義
援
金
詐
欺
に
ご
注
意
願
い

ま
す
。
寄
付
は
必
ず
ご
自
身
の

判
断
に
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
対
す
る
市
の
対
応

　

３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、東
北
地
方

を
中
心
に
、過
去
に
例
の
な
い
極
め
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
被
災
さ
れ

ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、被
災
地
域
か
ら
の
応
援
要
請
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、地
震

発
生
後
直
ち
に「
甲
賀
市
災
害
救
援
本
部
」を
設
置
し
、５
つ
の
専
門
部
よ

り
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、被
災
者
の
救
援
な
ら
び
に
被
災
地
の
復

興
の
た
め
、次
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
救
援
物
資
、義
援
金
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
０
０

　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５　

　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
３
３

　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９　
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4月1日、地域市民センター、市内23か所でオープン
─�市役所が身近に�─

┃
自
治
振
興
会
活
動
を
支
援

　
こ
れ
ま
で
、
各
町
域
を
単
位
に
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
4
つ

の
支
所
が
、
概
ね
学
区
単
位
で
開
所
し
た
23
の
「
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
4
月
1
日
か
ら
市
職
員
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
様
の
身
近
な
場
所
で
窓
口
業
務
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
や
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
相
談
な
ど
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
重

点
を
置
き
な
が
ら
、行
政
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
今
月
中
旬
か
ら
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
自
治
振

興
会
の
支
援
は
重
要
で
あ
り
、
自
治
振
興
会
活
動
が
軌
道
に
乗

り
、
地
域
の
特
性
・
特
色
が
活
か
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
地
域

の
方
自
ら
で
お
取
り
組
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、
常
駐
す
る
2
名

の
職
員
も
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

┃
証
明
書
の
発
行
や
収
納
業
務
も

　
各
セ
ン
タ
ー
の
開
所
時
間
は
、
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
で

す
。

　
主
な
業
務
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
行
政
窓
口
業
務　

＊
証
明
書
の
発
行

◦
戸　
籍
…�

全
部
事
項
証
明・個
人
事
項
証
明
、
附
票
の
写
し
（
謄

本
・
抄
本
）

◦
住
民
票
…
謄
本
・
抄
本
、
記
載
事
項
証
明
（
謄
本
・
抄
本
）

◦
年
金
現
況
届�

◦
印
鑑
証
明

◦
所
得
証
明�

◦
所
得
証
明
（
児
童
手
当
用
）

◦
課
税
証
明�

◦
非
課
税
証
明

◦
固
定
資
産
評
価
、
公
課
証
明

＊
収
納
業
務
（
主
な
も
の
）

◦
市
県
民
税�

◦
固
定
資
産
税

◦
軽
自
動
車
税�

◦
国
民
健
康
保
険
税

◦
保
育
料�

◦
介
護
保
険
料

◦
市
営
住
宅
使
用
料�

◦
水
道
料
金

◦
公
共
下
水
道
使
用
料

　
た
だ
し
、納
期
限
内
の
納
付
書
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
公
民
館
窓
口
業
務　

◦
公
民
館
講
座
の
受
付�

◦
各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

◦
生
涯
学
習
の
情
報
発
信�

◦
貸
館
の
受
付

　
以
上
は
、
主
な
も
の
で
す
。
詳
細
は
、
各
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

┃
旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

┃
支
所
機
能
も
継
続

　
23
の
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
支
所
は
自
治
振
興
会

活
動
の
支
援
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
支
所
業
務
も
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
学
区
単
位
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
ま

た
本
庁
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
密

着
型
の
体
制
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

┃
親
し
ま
れ
、信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
へ

　
各
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
地
域

に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
る
職
員
は
担
当
地
域
内
を
巡

回
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と
の
触
れ
合
い
も
大
切
に
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

各センターへは、
コミュニティバスで

―地域市民センター設置に伴い
新たな路線を運行―

　各センターの開所に合わせ、一部の地域で
は、コミュニティバスの新たな路線を運行して
います。
　コミュニティバスは、市民皆様の大切な交通
手段として運行しており、4月1日のダイヤ改
正で、道路幅等の関係から安全運行が困難な地
域を除き、センターへ接続しています。
　接続できない場合であっても、徒歩5分程度
のところに停留所を設置しています。なお、
10月以降には、小型のバスを導入し、全てのセ
ンターに接続する予定です。
　また、各センターでは、コミュニティバスの
回数券やフリー乗車券の販売、定期券購入の取
り次ぎを行っていますのでぜひご利用ください。

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

政策推進室　交通政策係
  ☎65-0672　Fax63-4554問い合わせ

　4 月 1 日、地域市民センターがオープンし
ました。
　地域市民センターは、市が取り組みを進め
ます新しい地域コミュニティ「自治振興会」
によるまちづくりの拠点施設で、市内 23 か
所で一斉に開所しました。
　今月号では、地域市民センターで行う主な
業務についてお知らせします。

地域市民センター連絡先一覧
施設の名称 電話番号 FAX 番号

伴谷地域市民センター 62-4982 63-6979
柏木地域市民センター 62-0404 63-2204
水口地域市民センター 65-1734 65-1735
綾野地域市民センター 62-0488 62-3338
貴生川地域市民センター 62-2027 63-2203
岩上地域市民センター 62-7052 62-7052
鮎河地域市民センター 69-0204 69-0204
山内地域市民センター 68-0001 68-0001
土山地域市民センター 66-1101 66-1564
大野地域市民センター 67-0001 67-0001
甲賀大原地域市民センター 88-4101 88-3104
油日地域市民センター 88-8130 88-8131
佐山地域市民センター 88-8062 88-8063
甲南第一地域市民センター 86-4161 86-8029
甲南第二地域市民センター 86-8190 86-8191
甲南第三地域市民センター 86-8518 86-8519
甲南中部地域市民センター 86-1046 86-8119
希望ケ丘地域市民センター 86-0969 86-0976
信楽地域市民センター 82-1121 82-3415
雲井地域市民センター 83-8531 83-8532
小原地域市民センター 82-7896 82-7897
朝宮地域市民センター 84-8911 84-8912
多羅尾地域市民センター 85-0001 85-0001

　
こ
の
検
診
は
２
年
に
１
度
受
診
す
る
も
の
で
す
。
甲
賀
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
方
で
、平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
の
間
に
市
の
乳
が
ん・

子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
子
宮
が
ん
検
診　
　

直
接
病
院
で
受
診
く
だ
さ
い
。

・
対
象
年
齢
／
20
歳
以
上

・
受
診
料
／
１
，７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
歳
以
上
無
料
）

《
市
内
で
受
診
で
き
る
病
院
》

●
甲
賀
病
院

　
　
（
毎
週
火
曜
日
13
時
30
分
〜
14
時
受
付
）

●
親
愛
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
濱
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

※�

今
年
度
か
ら
、県
内
の
指
定
医
療
機
関
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
乳
が
ん
検
診　

    

病
院
へ
の
電
話
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

（
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
の
申
し

込
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。）

・
対
象
年
齢
／
40
歳
以
上

・
受
診
料
／
１
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
歳
以
上
無
料
）

《
実
施
病
院
》

●
甲
賀
病
院　
☎
６
２
‐
０
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（「
健
診
課
」を
呼
び
出
し
）

・
申
込
期
間
／
４
月
４
日（
月
）

〜
平
成
24
年
３
月
23
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
月
〜
金
の
10
時
〜
17
時

・
検
診
日
／�

毎
週
火
曜
日（
受
付
12
時
〜
）

　
　
　
　
　
　
※
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

●
甲
南
病
院　
☎
８
６
‐
３
１
３
１

・
申
込
期
間
／
４
月
4
日（
月
）〜
16
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
月
〜
土
の
14
時
〜
18
時

・
検
診
日
／
５
月
〜
７
月
の
土
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
13
時
〜
15
時
）

平
成
23
年
度  

医
療
機
関
で
受
け
る

乳
が
ん
検
診・子
宮
が
ん
検
診
始
ま
る

健康推進課
☎65-0703　Fax63-4591

問い合わせ

お
詫
び
と
訂
正

　
３
月
15
日
に
発
行
し
ま
し
た「
平
成

23
年
度
健
診（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー
」に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り

訂
正
し
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
15・乳
が
ん
検
診

甲
賀
病
院（
申
込
み
期
間
）

誤
：
平
成
23
年
４
月
４
日（
月
）■

〜
平
成
24
年
３
月
24
日（
金
）

正
：
平
成
23
年
４
月
４
日（
月
）■

〜
平
成
24
年
３
月
23
日（
金
）
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　市では、市民の皆さんの利便性の向上に向け、より満足いただける住民サービスの提供に努めています。
　その一つとして、今年度から、市税や料金等のお支払いが、市役所や金融機関に加え、コンビニエンスストアでも
できるようになりました。
　コンビニエンスストアでは、休日や時間に関係なく、また市外の店舗からでもお支払いいただくことが可能です。
　普段、市役所や金融機関にお支払いに来ていただく時間がない方などに非常に便利です。ご活用いただき、納期
限内納付をお願いします。

 ■ 納付できるもの
◦市　税
市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税

◦料金等
後期高齢者医療保険料、介護保険料、市営住宅使用
料、市営住宅駐車場使用料、住宅新築等貸付金、宅地
取得等貸付金、改良住宅使用料、放課後児童クラブ使
用料、水道料金、簡易水道料金、公共下水道使用料、農
業集落排水施設使用料、排水処理施設使用料、保育
料、幼稚園使用料、奨学金返還金

 ■ 取り扱いできるコンビニエンスストア
セブン-イレブン、ローソン、ファミリーマート、
サンクス、ココストア他
詳しくは納付書裏面をご覧ください。

 ■ 納付方法
　バーコードが印字
されている納付書
（納付通知書）をコン
ビニにお持ちにな
り、現金で直接レジ
にてお支払いくださ
い。なお、納付手数
料はかかりません。

※次の場合は、コンビニエンスストアでは取り扱いできません。
　・納期限が過ぎている場合
　・バーコードの印字がない場合や、汚れ等で読み取れない場合
　・金額を訂正した場合
　・金額が30万円を超える場合

納期ごとに金融機関等へ出かけることがなく、安全で確実です。
特にお忙しい方にお勧めです。
　手続方法　�市役所または市内の金融機関に設置の口座振替依頼用紙に必要事項を記入し、
納税通知書（納付書）、預金通帳、届出印をお持ちの上、金融機関で手続きをお願いします。

コンビニエンスストアでの
収納を開始 〜休日・夜間でもお支払いいただけます〜

口座振替
も便利

滞納債権対策課　収納推進係　☎65-0682　Fax63-4574問い合わせ

　
市
で
は
、「
甲
賀
市
景
観
基
本
計
画
」の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
市
民
、事
業
者
、行

政
の
協
働
に
よ
る
魅
力
あ
る
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、計
画
の
原
案
を
公
表
し
て
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
計
画
策
定
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、個
々
の
ご

意
見
に
は
直
接
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
公
表
期
間・意
見
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
金
）〜
５
月
２
日（
月
）

○
公
表
方
法

　

�

都
市
計
画
課
で
の
閲
覧
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載

○
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

�

市
内
に
在
住・
在
勤・
在
学
の
方
、ま
た
は
市
内

に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
、そ
の

他
の
団
体

○
意
見
の
提
出
方
法

　

�

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、直
接
提
出
い

た
だ
く
か
、郵
送（
５
月
２
日
必
着
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

甲
賀
市
景
観
基
本
計
画（
案
）

へ
の
意
見
募
集

提
出
先・問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課　
都
市
計
画
係

　
☎
６
５
‐
０
７
１
９　
Fax
６
３
‐
４
６
０
１

　
Eメールkoka281000@

city.koka.lg.jp

　
〒
５
２
８‐８
５
０
２　
水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

　最近市内で、公共構造物等への悪質（ペンキスプ
レー・釘状の金属）な落書き事件が頻発しています。
　この一連の落書き事件は名誉毀損ならびに器物
損壊等の刑事事件にあてはまります。
　今後こうした悪質な落書きを発見・目撃された場
合は速やかに下記まで通報いただきますようお願
いします。

◦
募
集
人
員　
若
干
名

◦
修
学
機
関　
デ
ザ
イ
ン
ま
た
は
窯
業
に
関
す
る
技
術
、技
能
な
ど
を

養
成
す
る
機
関

◦
貸
与
期
間　
２
年
以
内

◦
貸
与
額　
月
額
10
万
円
を
限
度
と
し
て
無
利
子
で
貸
与

◦
貸
与
条
件�

修
学
終
了
後
引
き
続
き
５
年
以
上
陶
業
関
連
事
業
所
に

就
業
し
よ
う
と
す
る
方
で
、高
等
学
校
卒
業
又
は
高
等
学
校
卒
業

と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

◦
資
金
返
還　
貸
与
を
受
け
た
修
学
資
金
は
卒
業
後
５
年
以
内
に
50
％

（
家
業
を
就
く
方
は
70
％
）を
償
還

◦
申
請
手
続　
所
定
の
申
請
書
、在
学
証
明
書
、修
学
に
必
要
な
経
費
報

告
書
、作
文
、面
接
等
に
よ
り
判
定
。
採
否
お
よ
び
貸
与
額
は
修
学

資
金
貸
与
審
査
会
で
決
定
し
ま
す
。

◦
応
募
締
切　
４
月
18
日（
月
）

陶
業
後
継
者
育
成
修
学
資
金
の
貸
与
制
度

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み

　
商
工
政
策
課

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７人権推進課　人権政策係

  ☎65-0694　Fax63-4582問い合わせ

全国瞬時警報システム（J−ALERT）の運用を開始
　市では全国瞬時警報システム（J

ジェイ-
-A

ア ラ ー ト
LERT）が今年3月に完成したことにより、4月1日から、全国瞬時警報シス

テムによる緊急放送の運用を、同報系防災行政無線が整備されている甲南地域において開始しました。
　地震などの災害時には、いち早く情報を得て、わずかな時間で身を守る行動をとることが重要です。放送さ
れる緊急情報を基に、被害を最小限に抑えるよう、万が一の対応にお役立てください。
　なお、市内全域での運用は、地域情報化計画に併せて順次進める予定です。

◉全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは？
　全国瞬時警報システムは、国民保護（弾道ミサ
イルの発射や大規模テロなど）情報や緊急地震
速報など、対処に時間的余裕のない事態に関す
る緊急情報を消防庁（国）が入手した際、衛星通
信ネットワークを用いて瞬時に市の同報系防災
行政無線を自動起動させて、屋外スピーカーや
戸別受信機でその情報を住民に伝達するための
システムです。

◉全国瞬時警報システムにより放送される情報
放　　送　　内　　容

有
事
情
報
に
関
す
る
情
報

弾道ミサイル情報 有事サイレン（14秒吹鳴）「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地域に着弾する可能性があります。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」（2回繰り返し）

航空攻撃情報 有事サイレン（14秒吹鳴）「航空攻撃情報。航空攻撃情報。当地域に航空攻撃の可能性があります。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」（2回繰り返し）

ゲリラ・特殊部隊攻撃情報 有事サイレン（14秒吹鳴）「ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。当地域にゲリラ攻撃の可能性があります。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」（2回繰り返し）

大規模テロ情報 有事サイレン（14秒吹鳴）「大規模テロ情報。大規模テロ情報。当地域にテロの危険が及ぶ可能性があります。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」（2回繰り返し）�
自
然
災
害
に

関
す
る
情
報

緊急地震速報
（推定震度5弱以上） 緊急地震速報チャイム 「大地震（おおじしん）です。大地震（おおじしん）です。」（2回繰り返し）

震度速報（震度4以上） チャイム 「震度（4・5弱・5強・6弱・6強・7）の地震が発生しました。火の始末をしてくだ
さい。テレビ・ラジオをつけ、落ち着いて行動してください。」（2回繰り返し）

※これらの情報は、自動的に放送するシステムのため、深夜を問わず24時間いつでも放送されます。
※緊急地震速報は、震源が近いときや直下型地震の場合は、速報が間に合わないことがあります。

危機管理課　☎65-0733　 Fax63-4619問い合わせ
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人
気
ア
ニ
メ「
忍
た
ま
乱
太
郎
」の
原
作
者
尼あ
ま

子こ

騒そ
う

兵べ

衛え

さ
ん
が
２
月
25
日
、同
作
品
の
映
画
公
開
を
前
に
市
役

所
を
訪
問
、中
嶋
市
長
と
忍
者
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
り

合
い
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
ド
ジ
な
少
年
忍
者
の
成
長
を
お
も
し
ろ
お

か
し
く
描
い
た
同
作
品
、18
年
に
渡
っ
て
テ
レ
ビ
放
送
さ

れ
、子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
大
人
気
の
ア
ニ

メ
で
す
。

　
忍
者
の
姿
や
ま
ち
を
描
く
参
考
に
す
る
た
め
甲
賀
市

を
何
回
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
尼
子
さ
ん
は
、会

談
で「
こ
の
ま
ち
は
私
に
と
っ
て
は
先
生
の
よ
う
な
も

の
、昔
の
風
情
が
残
り
歴
史
好
き
な
人
に
は
た
ま
ら
な
い

ま
ち
」と
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
嶋
市
長
か
ら
は
、「
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
多
い
忍

者
の
中
に
あ
っ
て
、尼
子
さ
ん
の
描
く
忍
者
は
明
る
く
て

楽
し
い
も
の
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ま
ち
づ
く
り
に
結

び
つ
け
た
い
。」と
忍
者
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
述

べ
ま
し
た
。

　第６回甲賀市美術展
覧会が２月26日から
３月６日まで、あいこ
うか市民ホールと碧水
ホールで開催されまし
た。
　立体・書・平面・工芸・
写真の五部門に244点
の応募があり、審査に

より入選した240作品が展示されました。日頃の創作活
動の成果を発表する多彩な作品が並び、来場した人は個
性豊かな多くの力作を感心しながら鑑賞しました。
　各部門の甲賀市長賞受賞者は次の皆さんです。（敬称略）
　　立体・渡

わた
辺
なべ
　耕
こう
造
ぞう
「ＫＩＺＵＮＡ」

　　書　・山
やま
中
なか
　清
せい
藍
らん
「張喬詩」

　　平面・森
もり
川
かわ
瀬
せつこ
津子「その日も、そしてその次の日も」

　　工芸・福
ふく
澤
ざわ
　和
かず
子
こ
「藤の実」

　　写真・加
かがい
賀井正

まさ
男
お
「造形模様」

　また、２月27日には、立体部門ワークショップ「自然の
素材で作ろう！」が行われ、小学生が立体部門の実行委員
の指導で、陶芸用の粘土を使って動物を作りました。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
サ
ー
ク

ル
や
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
出
演
す
る「
サ
ン

ト
ピ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」が
３
月

６
日
、サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
共
同
福
祉
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
練
習
に
励
む
バ
ン
ド
を
中
心

に
11
の
グ
ル
ー
プ
が
出
演
、ロ
ッ
ク
、吹
奏

楽
、ア
カ
ペ
ラ
、ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、ダ

ン
ス
な
ど
、多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
熱
く
激
し
い
ス
テ
ー
ジ
や
、美
し
い
歌
声
、音
色
の
数
々
に
、会
場

か
ら
は
声
援
や
手
拍
子
、拍
手
が
鳴
り
止
ま
ず
、出
演
者
と
観
客
が
一

体
と
な
り
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
３
月
６
日
、「
ま
な
び・た
い
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
in
か
ふ

か
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
館
で
は
、生
涯
学
習
を
目
的
に
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体
、サ
ー
ク
ル
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、団
体
、サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、体
験
や
展
示
コ
ー

ナ
ー
、ス
テ
ー
ジ
発
表
、販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、地
元
の
木
材
を
使
っ
て
の「
マ
イ
お
箸
」

作
り
や
、オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
、押
し
花
で
の
し
お
り

作
り
な
ど
い
ろ
ん
な
体
験
が
行
わ
れ
、子
ど
も
も
大
人
も
夢
中
に

な
っ
て
作
り
ま
し
た
。

　
各
団
体
、サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
の
日
、

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、学
び
、体
験
を
通
じ
た
く
さ
ん
の
楽
し
み

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　「くらしの中の紫香楽宮」をテーマにした講演会と自
然観察会を行い、多くの地域の方や歴史愛好家の方たち
が参加、改めて紫香楽宮の価値を確認しました。
　この事業は全国モーターボート競走施行者協議会か
らの拠出金を受けて行われたもの。２月27日に黄瀬交
流館で行われた講演会では、岐阜大学准教授の出

で
村
むら
嘉
よし
史
ふみ

さんから、遺跡を巡る散策コースの整備や計画に、地域
が主体となって取り組むことが、環境にやさしい地域づ
くりにつながるとの提案がありました。
　３月６日の自然学習会では、春の訪れを告げる植物を観
察、遺跡と美しい自然環境が、かけがえのない財産である
ことを認識しました。

　また、史跡紫香楽宮
から飯道山にかけた散
策ルートに説明板を設
置、散策マップを刊行し
実施した、探訪ウォーク
も大好評でした。

多彩な力作並ぶ

紫香楽宮を守り、継承するために

激
し
い
ビ
ー
ト
と
美
し
い
音
色
が
会
場
包
む

見
て
、作
っ
て
、食
べ
て
、楽
し
ん
で

甲賀市美術展覧会

サントピアミュージックフェスタ

紫香楽宮講演会・自然学習会
忍
者
の
里
へ
の
思
い
語
る

▲オリジナルフレームとあいさつファイルを作る子ども

▲自然観察指導員から説明を聞く参加者の皆さん

▲個性豊かな作品が並ぶ会場

▲練習の成果を披露するバンド

▼忍者の魅力について語る尼子さんと中嶋市長

サントピア水口勤労青少年ホームを拠点に活動す
るヒップホップダンスサークル「C

キ ュ リ オ ス

urious A
エー

」を昨年
12月に立ち上げられた森井寿朱子さん。
「音楽にあわせて体を動かすことが最高に気持ち
よく、音楽が流れてくると自然に体が動きます。いろ
んな振り付けを考え、それを自分たちで表現すること
が楽しいです。」とダンスの魅力を語る森井さんは、8
年前にダンスを間近で見た瞬間、その格好良さに惹か
れ、それ以来ダンスに関するいろんな活動をされてい
ます。先月行われたサントピアミュージックフェス
タでは日頃の活動の成果を発揮、華麗なダンスを披露
されました。
これからも今のペースで楽しみながら、地域のイ

ベントなどでみんなに見てもらえたら、という森井さ
んが、ダンスと同じぐらい楽しみ、大切にされている
ものが多くの交流です。
体を動かすのが好き、話をするのが好き、という

森井さんは、ダンスのほかにも、サントピア水口で行
われている英会話、エアロビクスなどの教室、編み物
サークルなどにも入っておられます。
「いろんなことに興味を持って参加すると、いろん
な方と出会えます。そこでいろんな話をすることが
とても楽しいです。」と話す森井さん。平日、仕事が終
わってからほぼ毎日勤労青少年ホームに通う週もあ
り、忙しく、有意義な毎日を送っておられます。
「趣味を通じて交流できるここは素晴らしい場所
です。こうした場所がもっと増え、いろんな世代の交
流が進めばと思います。出会いは私にとって宝物、
かけがえのないものです。これからも楽しい交流を
続けていければ
と思います。そ
のためにも自分
自身をもっと磨
いていきたいで
す。」と話す森井
さん。ますます
のご活躍に期待
です。

趣味でつながる交流は宝物

（水口町和野）

森
も り

井
い

　寿
す

朱
ず

子
こ

さん49

ミュージックフェスタで熱演する森井さん（右）

忍たま乱太郎原作者
尼子さんが市役所を訪問

まなび・たいけんフェスタ
2011 inかふか
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▲▼絵手紙作りに挑戦

▲お食事会での情報交換

生き物が多い田んぼ

メダカ
（絶滅危機増大種）

カスミサンショウウオ幼生
（絶滅危機増大種）・福井芳郎氏撮影

R E D L I S T
私たちのくらしとレッドリストの生き物たち � ［ 第１回］
レッドデータブックに掲載される絶滅のおそれがある野生生物の一覧をレッドリストと言います。
私たちの身近な環境と甲賀市のレッドリストに載る生き物の関係について紹介します。

悩
み
を
共
有
、前
向
き
に
取
り
組
め
る
仲
間
づ
く
り

村
むら

山
やま

　敏
とし

子
こ

　

介
護
者
サ
ロ
ン
は
介
護
の
悩
み
を
共

有
し
、
介
護
に
前
向
き
に
取
り
組
む
た
め

に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
く
仲
間
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
行
政
お
よ
び
社
会
福
祉

協
議
会
の
支
援
の
も
と
、
平
成
19
年
に

発
足
し
ま
し
た
。

　
茶
話
会
、親
睦
会
、講
習
会
、フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
施
設
見
学
な
ど
、
市

内
全
域
や
各
支
部
で
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を

生
か
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
回
、
甲
賀
支
部
と
甲
南
支
部

の
方
か
ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
介
護
歴
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
長
い
方

で
は
20
年
。
お
話
を
お
聞
き
す
る
と
、
私

が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
厳
し
い
現
実

に
直
面
し
、
苦
悩
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
介
護
者
の
方
に
、
こ
の
サ

ロ
ン
を
ご
利
用
さ
れ
て
の
声
を
お
聞

き
す
る
と
、

・
交
流
が
な
く
閉
じ
こ
も
り
が
ち

だ
っ
た
が
、
サ
ロ
ン
に
き
て
顔
を
合
わ

せ
て
話
が
で
き
る
の
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
。

・
他
の
人
の
介
護
の
話
を
聞
い
て
、
自
分

だ
け
が
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
楽
し
い
催
し
や
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
絵
手
紙
な
ど
何
も
考
え
ず

に
集
中
で
き
る
の
で
楽
し
い
。

・
こ
の
サ
ロ
ン
を
知
ら
な
い
方
に
は
ぜ
ひ

来
て
ほ
し
い
。
き
っ
と
心
が
軽
く
な
る

は
ず
。

・
事
情
は
違
う
が
立
場
は
一
緒
、
皆
さ
ん

に
出
会
っ
て
話
を
聞
い
て
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
い
る
と
幸
せ
な
気
分
に
な
れ

る
。

・
辛
い
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
と

気
が
明
る
く
軽
く
な
る
。

・
介
護
し
て
い
る
と
閉
じ
こ
も
り
、
ど
こ

に
も
行
け
な
く
な
り
、
気
が
滅
入
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
サ
ロ
ン

に
参
加
し
て
聞
い
た
り
、
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
、
理
解
し
理
解
さ
れ
本
当
に

す
っ
き
り
し
た
。
考
え
方
が
変
わ
っ
て

介
護
に
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
明
る

く
元
気
に
し
て
い
ら
れ
る
の
か
と
聞
か

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

・
介
護
の
方
法
な
ど
情
報
交
換
で
き
る

な
ど
、
介
護
者
サ
ロ
ン
に
来
る
よ
う
に

な
っ
て
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
、
介
護

を
前
向
き
に
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

私
が
お
出
会
い
し
た
方
々
は
、
皆
さ

ん
タ
フ
で
明
る
い
方
ば
か
り
で
、
こ
の
サ

ロ
ン
が
と
て
も
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
介
護
で
悩

ん
で
お
ら
れ
る
方
に
も
ぜ
ひ
こ
の
サ
ロ
ン

に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
介
護
は
人
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
生
き
る
た
め
に
必
要
な
営
み
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
時
に
は
や
り
た
い
こ
と
を
諦
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
む
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
介
護
を
さ
れ
る
方
々
が
介
護
の
疲
れ
を
い
や
し
、
気
力
を
養
う
場
所
と
し
て
お
ら
れ
る
介
護
者
サ
ロ
ン
を
取
材
し
ま
し
た
。

　春になり、田んぼに水が入り始めます。急に現れた水辺には、いつの間にかア
マガエルなどカエルの仲間、ゲンゴロウ類など水生昆虫もたくさん集まってき
ます。彼らは田んぼを、季節的に現れる湿地として利用しているのです。
　しかし、よく観察すると、田んぼの生き物の種類や数が多い場所と少ない場所
があります。メダカやドジョウなど魚がすむ田んぼといない田んぼがあり、ア
マガエルはどこの田んぼにもいますが、ニホンアカガエル、ナゴヤダルマガエル
がいる田んぼは限られます。
　これは田んぼの立地や環境が違うためです。レッドリストの種が多くすむ田
んぼには、周囲の水路などに、冬でも水が十分にたまっていて、水底や土手に植
物が生えています。田んぼに水が無い時期でも、近くの
水溜まりを使えることが重要だったのです。
　また、田んぼの周りに雑木林があると、森から
の湧き水が四季を通して水路を潤しており、森
と水辺を行き来して暮らすカスミサンショウウ
オがすんでいます。

『
甲
賀
市
史
』は
、本
年
度
第
二
巻
の
中

世
編
を
刊
行
し
ま
す
。
中
世
と
は
平
安
時

代
末
期
か
ら
戦
国
時
代
の
終
わ
り
ま
で
約

４
０
０
年
に
お
よ
ぶ
た
い
へ
ん
長
い
時
代

で
、貴
族
社
会
が
崩
れ
て
武
士
が
台
頭
、や

が
て
幕
府
が
成
立
し
新
時
代
が
到
来
す
る

も
の
の
戦
乱
は
や
ま
ず
、下
克
上
の
戦
国
時

代
へ
と
流
れ
込
む
、厳
し
く
痛
ま
し
い
反
面

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
魅
力
的
な
時
代
と
の
印

象
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
甲
賀
に
と
っ
て
中
世
と
は
ど

う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ま
で
出
さ
れ
て
き
た
郡
志
や
各
町
史
で

は
、各
地
に
荘
園
が
開
か
れ
、そ
こ
に
武
士

が
台
頭
し
、や

が
て
武
力
と
知

恵
に
よ
っ
て
地

域
を
支
配
し
て

い
く
、そ
の
活

躍
の
姿
を
中
心

に
描
い
て
き
ま

し
た
。
今
回
の

市
史
で
も
こ
れ

を
踏
襲
し
ま

す
が
、近
代
以

降
の
呼
称
で
あ
る「
甲
賀
武
士
」の
語
は
用

い
ず
、実
際
に
当
時
の
人
々
が
使
っ
て
い
た

「
甲
賀
衆
」の
名
で
呼
ぶ
こ
と
と
し
、副
題
も

「
甲
賀
衆
の
中
世
」と
名
付
け
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
中
世
の
甲
賀
は「
甲
賀
衆
」の

活
動
だ
け
で
語
り
尽
く
せ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、彼
ら
を
中
心
に
こ
の
時
代
に

培
わ
れ
た
社
会
の
仕
組
み
や
文
化
が
、日
ご

ろ
私
た
ち
が
最
も「
甲
賀
ら
し
い
」と
感
じ

て
い
る
も
の
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
刊

行
し
た
第
七
巻「
甲
賀
の
城
」の
内
容
と
ど

う
響
き
あ
う
の
か
も
興
味
の
持
た
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
本
欄
で
も
こ
れ
か
ら
そ
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

◎
既
刊
好
評
販
売
中

＊�

事
前
予
約
申
込
の
方
は
指
定
の
施
設
で
お
引

き
換
え
く
だ
さ
い
。

【
販
売
場
所
】　
〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

ヤ
マ
カ
ワ・ブ
ッ
ク
ス
ハ
タ
ヤ・Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ

Ａ
さ
ん
ぽ
う
ど
ー・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・道
の
駅
あ
い
の
土
山・新

名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所・
土
山

歴
史
民
俗
資
料
館〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学

習
館〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店・
市
史
編

さ
ん
室〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店・
信
楽

伝
統
産
業
会
館・信
楽
中
央
公
民
館

▼甲賀衆の時代を物語る油日神社

＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→暮らしのガイド→教育文化→市史編さんをご覧ください。
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第
二
巻「
甲
賀
衆
の
中
世
」

の
刊
行
に
む
け
て

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

田んぼの環境とレッドリストの生き物

みなくち子どもの森自然館
☎63-6712　Fax63-0466

問い合わせ

122011.4.1平成23年4月1日13 2011.4.1 平成23年4月1日



水
口
町

甲
南
町

土
山
町

信
楽
町

甲
賀
町

月日 場　所 時　間

4/8
（金）

虫生野会館 9:10 〜 � 9:40
三本柳公民館 9:55 〜 10:10
三大寺公民館 10:25 〜 10:50
やまびこ館倉庫前 11:05 〜 11:15
牛飼公民館 11:30 〜 11:50
北内貴山尾館 13:30 〜 13:50
宇川会館 14:05 〜 14:25

4/11
（月）

東部コミュニティセンター 9:10 〜 � 9:35
名坂公民館 9:50 〜 10:15
春日公民館 10:35 〜 11:05
広野台東区集会所 11:20 〜 11:40
広野台西区集会所 11:55 〜 12:15

4/12
（火）

柏木公民館 9:10 〜 � 9:30
水口中央公民館（裏）駐車場
（雨天時は正面玄関） 9:45 〜 10:15

月日 場　所 時　間

4/14
（木）

寺庄公民館 9:10 〜 � 9:30
池田コミュニティセンタ− 9:45 〜 10:05
甲南診療所 10:20 〜 10:30
柑子公民館 10:45 〜 10:55
ニュ−ポリスAゲ−トボ−ル場前 11:15 〜 11:30
ニュ−ポリスB公民館 11:45 〜 12:00
耕心区公民館 13:30 〜 13:45
かえで会館 14:00 〜 14:15

4/15
（金）

希望ケ丘（本町）自治会館 9:10 〜 � 9:55
希望ケ丘防災コミュニティ
センター駐車場 10:05 〜 10:50

市原倉庫 11:05 〜 11:20
杉谷公民館 12:50 〜 13:05
市之瀬公民館 13:20 〜 13:30

月日 場　所 時　間

4/15
（金）

鮎河公民館 9:00 〜 � 9:20
黒滝公民館 9:35 〜 � 9:45
山内公民館 10:00 〜 10:15
猪鼻浄福寺 10:30 〜 10:45
土山中央公民館 11:00 〜 11:20
土山開発センター 11:35 〜 11:55
JA土山支所 13:20 〜 13:40
市場区自治会館 13:55 〜 14:10
大野公民館 14:25 〜 14:40
今宿公民館 14:55 〜 15:10

4/21
（木）

大河原集会センター 9:30 〜 � 9:35
笹路公民館 9:55 〜 10:00
山女原公民館 10:10 〜 10:20

月日 場　所 時　間

4/18
（月）

多羅尾公民館 9:30 〜 � 9:50
小川会館 10:10 〜 10:30
小川出公民館 10:45 〜 10:55
西教育集会所 11:10 〜 11:20
杉山公民館 12:50 〜 13:00
しがらきニュータウン区民会館 13:15 〜 13:30
中野公民館 13:45 〜 13:55
柞原会館 14:10 〜 14:25

4/19
（火）

宮尻生活改善センター 9:10 〜 � 9:20
下朝宮老人憩の家 9:35 〜 � 9:45
朝宮緑地センター 10:00 〜 10:15
畑公民館 10:40 〜 10:50
田代バス停 11:05 〜 11:15
江田福祉会館 11:40 〜 11:55
神山会館 12:10 〜 12:30

月日 場　所 時　間

4/20
（水）

唐戸川集会所 9:10 〜 � 9:20
里山かむら交流館 9:40 〜 10:05
櫟野公民館 10:20 〜 10:35
油日会館 10:50 〜 11:20
五反田公民館 11:35 〜 11:55
草の根ハウス高嶺会館 13:20 〜 13:35
和田公民館 13:50 〜 14:05
JA油日支所 14:15 〜 14:40
毛枚公民館下倉庫 14:50 〜 15:00
滝会館 15:10 〜 15:30

4/22
（金）

甲賀木彩館（岩室） 9:30 〜 � 9:45
小佐治公民館 10:00 〜 10:20

月日 場　所 時　間

4/12
（火）

北部コミュニティセンター 10:30 〜 10:55
今郷公民館 11:10 〜 11:20
嶬峨草の根集会所 11:30 〜 11:40
和野草の根集会所 11:50 〜 12:00

4/14
（木）

泉消防団車庫 9:10 〜 � 9:25
宇田公民館 9:40 〜 � 9:55
松尾団地集会所 10:15 〜 10:30
市役所水口庁舎駐車場（奥） 10:45 〜 11:20
第4水口台集会所 13:00 〜 13:40
第3水口台集会所 13:55 〜 14:20

5/16
（月）

市役所水口庁舎駐車場（奥） 9:10 〜 � 9:40
貴生川公民館 9:55 〜 10:10
岩上公民館 10:25 〜 10:40
伴谷公民館 10:55 〜 11:20

月日 場　所 時　間

4/15
（金）

新田公民館 13:45 〜 13:55
下磯尾公民館 14:10 〜 14:20
竜法師公民館 14:35 〜 14:45
市役所甲南庁舎 14:55 〜 15:15

5/25
（水）

寺庄公民館 9:10 〜 � 9:20
池田コミュニティセンタ− 9:35 〜 � 9:45
竜法師公民館 10:00 〜 10:10
杉谷公民館 10:25 〜 10:35
耕心区公民館 10:50 〜 11:00
希望ケ丘（本町）自治会館 11:15 〜 11:35
希望ケ丘防災コミュニティ
センター駐車場 11:50 〜 12:10

市役所甲南庁舎 13:30 〜 13:50

月日 場　所 時　間

4/21
（木）

山中公民館 10:35 〜 10:50
あずま会館 11:00 〜 11:15
北芝集会所 11:25 〜 11:40
東瀬音集会所 13:00 〜 13:15
頓宮公民館 13:30 〜 13:40
前野集会所 13:50 〜 14:00
片山集会所 14:10 〜 14:20
梅田会館 14:30 〜 14:35

5/12
（木）

大野公民館 9:15 〜 � 9:25
土山開発センター 9:40 〜 10:00
山内公民館 10:15 〜 10:25
鮎河公民館 10:40 〜 10:55

月日 場　所 時　間

4/21
（木）

宮町多目的集会施設 9:00 〜 � 9:15
黄瀬交流館 9:30 〜 � 9:50
雲井活性化センター 10:05 〜 10:20
勅旨会館 10:35 〜 10:50
草の根ハウス丸岡会館 11:05 〜 11:15
二本丸会館 11:30 〜 11:50
栗林会館 13:10 〜 13:25
信楽開発センター横駐車場 13:40 〜 14:00

5/19
（木）

多羅尾公民館 9:20 〜 � 9:30
神山会館 9:50 〜 10:20
朝宮緑地センター 10:35 〜 10:45
雲井活性化センター 11:10 〜 11:25
信楽開発センター横駐車場 11:40 〜 12:10

月日 場　所 時　間

4/22
（金）

神保公民館 10:35 〜 10:50
隠岐公民館 11:05 〜 11:20
高野公民館 11:35 〜 11:50
大久保公民館 13:00 〜 13:15
相模教育集会所 13:30 〜 13:40

5/18
（水）

里山かむら交流館 9:30 〜 � 9:40
大久保公民館 9:55 〜 10:05
老人福祉センター佐山荘 10:20 〜 10:30
JA油日支所 10:45 〜 11:00
相模教育集会所 11:10 〜 11:20

狂犬病予防注  射のお知らせ ※�気象警報発令時には時間変更・中止する
　場合があります。

予防注射実施獣医師（湖南市・甲賀市区域）

市では、（社）滋賀県獣医師会に狂犬病予防注射済票の交付及び犬の鑑札
の交付を委託しています。

甲賀ペットクリニック 住
すみ
田
だ
　　明

あきら

かたおか動物病院 片
かた
岡
おか
　久

ひさ
人
と

甲南動物病院 南
みなみ
　　信

のぶ
子
こ

鹿深獣医科病院 西
にし
澤
ざわ
　嘉

よし
人
と

安井動物病院 安
やす
井
い
　圀

くに
彦
ひこ

甲賀すずき動物病院 鈴
すず
木
き
　敏

とし
之
ゆき

みなくち城南動物病院 垣
かき
平
ひら
　一

いつ
磯
き

いなば動物病院 稲
いな
葉
ば
　友

とも
広
ひろ

持 ち 物
●登録されている場合
・犬の登録カード（愛犬カード）
・「予防注射のお知らせ」はがき
・予防注射手数料（3,200円）
※�妊娠中または出産後間もない犬は接種
できません

●新規登録の場合
・犬の登録手数料（3,000円）
・予防注射手数料（3,200円）
※�生後91日以上の犬には「年1回の狂犬
病予防注射と生涯1回の登録」が義務づ
けられています。 生活環境課　環境政策係　☎65-0691　Fax63-4582

問い合わせ
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情報のまど information となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

春うらら　忍者ごっこで　伊賀三昧� 伊賀市 春の穏やかなひとときを� 亀山市

　

平
成
19
年
12
月
18
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、毎
年

4
月
2
日
を「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」と
す
る
こ
と

が
決
議
さ
れ
、全
世
界
の
人
々
に
自
閉
症
を
理
解
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
深
ま
り
、自
閉

症
の
人
々
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、特
に
4
月
2
日
〜
8
日
を
発
達
障

害
啓
発
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

正
し
く
知
ろ
う「
自
閉
症
」

　

自
閉
症
は
常
に
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態
と

考
え
ら
れ
た
り
、そ
の
原
因
と
し
て
、親
の
育
て
方
が
冷
た
い

の
で
は
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
誤
解
で
す
。

　

自
閉
症
は
、脳
機
能
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
発
達
す
る
も
の

で
、「
人
と
の
関
わ
り
が
う
ま
く
で
き
な
い
」、「
気
持
ち
や
感

情
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」、「
他
人
の
言
葉
の
意
図
が
わ

か
ら
な
い
」、「
社
会
の
規
則
が
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
」な

ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
社
会
参
加
に
必
要
な
言
動

を
身
に
つ
け
る「
常
識
」は
多
く
の
人
に
と
っ
て
自
然
に
身
に

つ
く
も
の
で
す
が
、自
閉
症
の
人
は
そ
の
過
程
の
発
達
が
非

常
に
遅
れ
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、純
粋
で
、自
分
が
感
じ
た
ま
ま
に
話
し
た
り
、

行
動
し
た
り
し
ま
す
。
感
覚
が
鋭
い
人
や
記
憶
力
が
抜
群
な

人
も
い
ま
す
。

　

自
閉
症
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
、そ
の
行
動
や
態
度
の
意

味
を
理
解
し
、関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
社
会
に
自
閉
症
の
人
へ
の
理
解
者
や
代
弁
者
が
一
人
で
も

増
え
、真
の
共
生
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

４
月
２
日
は

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

VOL.3〜歴史やまちなみを
味わう春〜

〜観音山公園〜〜伊賀上野NINJAフェスタ2011 〜

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、満
開
の

桜
に
彩
ら
れ
る
観
音
山
公
園
。

鈴
鹿
国
定
公
園
内
に
位
置
し
、国

民
宿
舎「
関
ロ
ッ
ジ
」や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、標

高
２
２
２
ｍ
の
観
音
山
か
ら
は
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
関
宿
の

ま
ち
な
み
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ア
ジ
サ

イ
な
ど
四
季
折
々
の
花
や
樹
木

が
、訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ

ま
す
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
観
音
山
公
園
で
、春
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
4
月
1
日（
金
）〜
5
月
5
日

（
木・祝
）に
開
催
さ
れ
る
伊
賀
上

野
N
I
N
J
A
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

街
が
忍
者
一
色
に
な
り
ま
す
。

　
期
間
中
の
土・
日
曜
日・
祝
日

に
は
、7
か
所
で
ま
ち
か
ど
忍
者

道
場
が
開
か
れ
、手
裏
剣
打
ち
や

吹
き
矢
な
ど
、忍
者
気
分
を
味
わ

え
ま
す
。
ま
た
忍
者
変
身
処ど

こ
ろで

は
、赤
や
青
、ピ
ン
ク
な
ど
色
と

り
ど
り
の
忍
者
衣
装
の
中
か
ら

お
好
み
の
色
を
選
ん
で
、忍
者
に

変
身
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、日
替
わ
り
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
ぜ
ひ
忍
者
衣
装
に
着
替
え
て

伊
賀
上
野
の
ま
ち
な
み
を
味
わ

い
つ
つ
、道
場
を
巡
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

多様な施設を彩る桜
忍者道場での手裏剣や

弓矢の体験

問
い
合
わ
せ

伊
賀
市
商
工
労
働
観
光
課

☎
０
５
９
５-

４
３-

２
３
０
９

問
い
合
わ
せ

亀
山
市
観
光
振
興
室

☎
０
５
９
５-

９
６-

１
２
１
５

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２１　　０５９５-８２-９６８５

問
い
合
わ
せ

　
発
達
支
援
室

　
☎
６
５‐０
７
３
５　
Fax
６
３‐４
０
８
５

「きずな」における
外国人の生活・就労相談
●日時／4月4日（月）、5月9日（月）、6月
6日（月）いずれも13時30分〜16時
●場所／自主活動センターきずな
●対象者／市内在住、在勤の外国人
の方
●内容／生活相談（公営住宅、貸付制
度、生活保護など）、就労相談（面接の
受け方、履歴書の書き方など）
※予約不要
問／商工政策課

65-0710／Fax63-4087

税理士による税務相談
●日時／4月13日（水）13時30分〜
16時30分（受付16時まで）
●場所／（社）水口納税協会3階会議室
●定員／予約制で先着6名（1人約30分）
※相談無料
問・申／水口納税協会

62-1151／Fax63-0173

乳幼児健診の実施方法を変更
　適正な月齢（年齢）時に健診を受けて
いただくために、４月から市内3会場（水
口保健センター、甲賀保健センター、甲
南保健センター）で健診を実施します。
　詳しくは「平成23年度�健診・予防
接種カレンダー」をご覧いただきご確
認ください。
問／健康推進課

65-0703／Fax63-4591

　  募　集
老人福祉センター碧水荘
新年度教室生募集
〜サークルで楽しい学びのひとときを〜

●教室名／水口陶芸、陶芸A、陶芸B、
盆栽、書道、茶道、音楽、レクダンス、
表装、将棋、デジカメ、絵手紙
●場所／老人福祉センター碧水荘
●対象／市内にお住まいの60歳以上
の方
※開催日時等詳しくはお問い合わせ
ください。
問・申／老人福祉センター碧水荘

62-6080／Fax62-6096

平成23年度
国税専門官採用試験
税務職員募集
●受験資格／
・昭和57年4月2日〜平成2年4月1
日生まれの方
・平成2年4月2日以降生まれの方
で、大学を卒業した方および平成24
年3月までに卒業する見込みの方、も
しくは人事院が同等の資格があると
認める方
●試験日／第1次　6月12日（日）、
第2次　7月19日（火）〜26日（火）
●採用予定人数／約850名
●申込受付期間／4月1日（金）〜14日
（木）
問／大阪国税局人事第二課試験係

06-6941-5331
水口税務署総務課

62-0315

滋賀県障害者スポーツ大会
参加者募集 〜陸上競技大会〜
●開催日／5月22日（日）
●場所／大津市皇子山陸上競技場
●対象／13歳以上で身体・知的障が
いのある方（参加無料）
●申込受付／市民窓口センター、土山地
域市民センター、甲賀大原地域市民セン
ター、甲南第一地域市民センター、信楽
地域市民センター（4月13日（水）締切）
問／社会福祉課

65-0702／Fax63-4085

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／4月1日（金）〜15日（金）
（土・日・祝を除く9時〜17時）
●使用開始日／5月1日（日）

〔甲南駅前自動車駐車場〕1区画
〔甲賀駅南駐車場〕4区画（うち軽自動
車1区画）�
3,000円／月　
※事前にお問い合わせください。
（申込者多数の場合は抽選となります。）
問・申／生活環境課

65-0686／Fax63-4582
〔油日駅前駐車場〕
3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車　1,500円／月
原付　　1,800円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590
（受付時間／6時15分〜9時15分、13
時〜14時、18時30分〜20時30分）

滋賀県警察官募集
●第1次試験　5月8日（日）
●募集区分および人数／男性A・57
名程度、女性A・6名程度
●受験資格／昭和56年4月2日以降
に生まれた男女で、4年制大学を卒業
または卒業見込みの方
※詳しくは滋賀県警察ホームページ
http://www.pref.shiga.jp/police/
をご覧ください。
問／滋賀県警察本部　警務課

0120-204-314

お知らせ

5 月 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

伊勢関IC

亀山IC

亀山PA
スマートIC

観音山公園

亀山
関

JR関西本線

1

25 10
伊勢自動車道

新居

西大手

道
鉄
賀
伊

伊賀一之宮IC

友生IC

中瀬IC

上野東IC

上野IC
大内IC

桑町

　

JR関
西本
線

茅町

広小路

上
野
市

伊
賀
上
野

名阪
国道
佐那
具

主会場

水口スポーツの森へ行こう　●4月の催し
甲賀市民スタジアム

 2日（土） 全日本少年野球甲賀支部予選（中学軟式）
 3日（日） 高松宮賜杯軟式野球大会1部地区予選（一般軟式）

 4日（月） 京滋大学野球春季リーグ1部（大学硬式）
　　京都学園大―京都教育大、　成美大―花園大

 5日（火） 京滋大学野球春季リーグ1部（大学硬式）
　　花園大―成美大、　京都教育大―京都学園大

 9日（土） 全日本少年野球甲賀支部予選（中学軟式）
10日（日） シニア野球開幕戦（一般軟式）
16日（土） 全日本少年野球甲賀支部予選（中学軟式）

17日（日）・24日（日） 高松宮賜杯軟式野球大会2部地区予選（一般軟式）
多目的グラウンド

9日（土）・23日（土） 関西サッカーリーグ（一般サッカー）
30日（土） クラブユース選手権（中学サッカー）
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甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/窓口だより窓口だより 2月１日〜28日届出分　　届出順（敬称略）　※希望者のみ掲載しています。

催　し

あいの土山文化ホール開館20周年
香西かおりコンサート
●日時／7月9日（土）13時30分、17
時30分（2回公演）
●出演／香

こう

西
ざい

かおり
●共演／木

き

乃
の

下
した

真
しん

市
いち

（津軽三味線）
●場所／あいの土山文化ホール
●入場料／A席4,800円、B席4,500
円（全席指定席）
※4月9日（土）10時から前売り開始
問／あいの土山文化ホール

66-1602／Fax66-1603

第29回
あいの土山しゃくなげ祭
●日時／4月23日（土）、24日（日）
9時〜17時
●場所／土山中央公民館
●内容／盆栽の趣味同好会が育てた
しゃくなげや山野草の展示、しゃくな
げの育成・管理方法の指導
問／土山中央公民館

／Fax66-0158

みなくち子どもの森しぜん学習会
「花のかたち・花の色」
●日時／4月17日（日）9時30分〜
12時30分
●場所／みなくち子どもの森自然館
前集合・解散（雨天中止）
●対象／小学1年生以上（小学生は保
護者同伴）
●定員／20人
●持ち物／参加費100円、野外を歩く
服装
●申込方法／参加者全員の氏名・住
所・子どもの年齢・電話番号を下記まで
●申込締切／4月16日（土）
問・申／みなくち子どもの森自然館

63-6712／Fax63-0466

げなげな市
●日時／4月3日（日）10時〜15時頃
●場所／新宮神社（信楽町）境内と参
道（小雨決行・入場無料）
※げなげな市は毎月第一日曜日に開
催している手作り市です。
※出店者随時募集（1ブース1000円、バ
ザー用品やリサイクル用品販売は不可）
問／信楽GIPげなげな市実行委員会

82-0016／Fax82-2814

お知らせ

1日年金相談所
●開設日（上半期分）／
4月14日（木）、�5月12日（木）、
6月9日（木）、�7月14日（木）、
8月11日（木）、�9月8日（木）
●場所／水口社会福祉センター2階中
会議室（8月11日のみ2階身障研修室）
※予約制ですので、事前に草津年金
事務所へお申し込みください。予約
後、受付票（ハガキ）が送付されますの
で日時、持ち物等をご確認ください。
問／草津年金事務所
（予約専用）

077-567-1383
077-562-9638

（お客様相談室）
077-567-1311

保険年金課
65-0688／Fax63-4618

（市役所へは予約申込はできません。）

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
」

ラ・フ
ェス
タ・プ
リ
マ
ベ
ラ
２
０
１
１

　
４
月
16
日
か
ら
４
月
20
日
に
近
畿
地

方
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
ラ
リ
ー「
ラ・
フ
ェ
ス
タ・
プ
リ

マ
ベ
ラ
２
０
１
１
」で
は
、東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、

約
１
，３
０
０
ｋ
ｍ
を
走
行
し
な
が
ら
、

す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
や
通
過

地
点
の
自
治
体
、宿
泊
地
で「
が
ん
ば
ろ

う
日
本
！
」ス
テ
ッ
カ
ー
を
販
売
さ
れ
、

義
援
金
を
募
ら
れ
ま
す
。（
併
せ
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
交
通
遺
児
や
環
境
保

護
の
た
め
の
募
金
も「
が
ん
ば
ろ
う
日

本
！
」と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。）

　
市
内
で
は「
鹿
深
夢
の
森
」に
ス
タ
ン

プ
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
心
温
か
な
善
意
と
、暖
か
い

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、レ
ー
ス
に
は
、堺
さ
か
い

正ま
さ

章あ
き

さ
ん
、

近こ
ん

藤ど
う

真ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん
、鈴す
ず

木き

亜あ

久ぐ

里り

さ
ん
や

大お
お

倉く
ら

正し
ょ
う
の
す
け

之
助
さ
ん
ら
著
名
人
を
は
じ

め
、約
50
台
の
旧
車・名
車
が
参
加
す
る

予
定
で
す
。

〜
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
支
援
の
た
め
の
義
援
金
を
募
ら
れ
ま
す
〜

問
い
合
わ
せ

運
営
事
務
局（
㈱
フ
ォ
ル
ツ
ァ
内
）

　
☎
０
３
‐
５
７
０
７
‐
７
０
４
１

観
光
戦
略
推
進
室

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８

　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

※
ラ
リ
ー
参
加
車
両
の
通
過
時
間
に
は
交
通
量

や
観
覧
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、交
通

安
全
等
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ラ
リ
ー
当
日
に
、マ
シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
等
に
よ
る

棄
権
や
、交
通
状
況
に
よ
る
ル
ー
ト
変
更
を
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

甲
賀
市
通
過
予
定
日　

�

…
４
月
18
日（
月
）

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
通
過
予
定

…
鹿
深
夢
の
森（
12
時
〜
13
時
頃
）

4 月 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水　口　町
な　ま　え 保 護 者 住　所

桑　島　澪
れ

　未
み

亜紀 泉

黒　田　歩
あゆ

　実
み

耕史・佑実 貴生川

淺　野　心
み

依
い

未
み

知生・有里 下山

杉　村　采
あ

　咲
み

直人・京子 山

田　中　椿
つば

　希
き

進二・知佳 北泉

清　水　大
ひろ

　暉
き

久志・晶 宇川

松　下　心
こ

乃
の

葉
は

元治・久美子 水口

上　原　桃
もも

　花
か

健司・紗希 山

谷　口　開
かい

　星
せい

真司・陽子 西林口

奥　村　夢
ゆ

　愛
あ

健・いづみ 古城が丘

阪　本　悠
ゆう

　磨
ま

遼・幸 古城が丘

中　西　　　健
たける

克友・智美 城東

和　泉　　　樹
いっき

大樹・奈美恵 北脇

　原　凜
り

央
お

子
こ

慎太郎・千佳子 的場

辻　　　満
みつ

　輝
き

満志・惠美 北脇

宮　治　佑
ゆ

　衣
い

克次・優子 三大寺

多　賀　聡
さと

　史
し

友一・裕子 水口

小　嶋　蒼
そ

　空
ら

優介・真衣子 朝日が丘

浮　田　紗
さ

　良
ら

佳男・照美 名坂

譽　田　ゆめみ 正晴・美鈴 虫生野虹の町

太　田　結
ゆ

　珠
ず

俊彦・真由美 虫生野

中　村　久
きゅう

　真
ま

華世 貴生川

脇　坂　つむぎ 直幹・知菜美 本綾野

筒　木　洸
ひろ

　仁
と

武司・絵里 北泉

達　城　陽
ひ

　南
な

勝己・千佳 新城

土　山　町
な　ま　え 保 護 者 住　所

吉　永　治
はる

　泰
た

和治・舞 徳原

根　縫　大
たつ

　樹
き

徹也・千里 青土

富　田　蒼
そう

　詩
し

豊・聡美 北土山

甲　賀　町
な　ま　え 保 護 者 住　所

村　山　　　侑
ゆう

譲二・菜苗 拝坂

中　村　良
りょう

　誠
せい

智明・文子 拝坂

中　沼　柊
しゅう

　人
と

直也・みゆき 鹿深台

　淵　　　杏
あん

建・礼子 上野

砂　田　陽
はる

　仁
ひと

耕三・あすみ 大原中

甲　南　町
な　ま　え 保 護 者 住　所

西　村　友
ゆ

　李
り

徹・美香 竜法師

清　本　夕
ゆ

　柚
ず

広・有希 稗谷

佐　藤　柚
ゆ

　寿
ず

憲一・典子 寺庄

雲林院　美
み

　月
づき

和也・真由子 葛木

谷　口　奏
そう

　心
し

昌宏・律子 希望ケ丘

笹　井　　　玲
れい

亮・あゆ美 希望ケ丘本町

岡　﨑　陸
りく

　仁
と

哲也・江利子 寺庄

藪　本　ゆ　き 祐士・恵理子 寺庄

山　口　璃
り

　久
く

浩・香織 野尻

谷　口　莉
り

依
い

沙
さ

直哉・あゆみ 杉谷

後　藤　伊
い

　吹
ぶき

真一・景子 希望ケ丘本町

木　村　心
み

　優
ゆ

真太郎・千恵 新治

増　田　　　栞
しおり

雄亮・裕加 深川

信　楽　町
な　ま　え 保 護 者 住　所

山　田　結
ゆ

　愛
あ

哲也・亜美 上朝宮

上　井　優
ゆう

　斗
と

雅之・愛 上朝宮

谷　　　日
ひ

　和
より

龍幸・美香子 長野

水　口　町
な　ま　え 年齢 住　所

朏　　　一　雄 84 秋葉

山　下　み　つ 83 宇田

嶋　田　み　き 79 嶬峨

黄　瀬　かづ 92 杣中

笠　井　好　子 75 伴中山

渡　邊　新　吉 90 今郷

　川　新次良 82 杣中

小　西　ト　シ 80 松尾

井　上　ミツヱ 93 山

米　田　和　惠 61 高山

竹　中　哲　夫 66 本町

石　王　むら子 89 宮の前

安　達　義　男 89 新町

上　村　幸　代 79 宇川

山　下　た　み 94 中邸

黄　瀬　オトミ 98 貴生川

山　脇　昭治郎 82 本町

西　浦　と　も 94 中畑

藤　原　ま　さ 88 山上

伊　藤　　　貢 85 新城

中　村　照　夫 62 東名坂

堤　　　良　子 86 日電

谷　口　吉　男 91 伴中山

土　山　町
な　ま　え 年齢 住　所

土　山　初　子 85 笹路

柗　原　德　藏 86 大野

黒　川　増　吉 90 笹路

島　津　笑　子 87 南土山

德　田　耕　作 80 北土山

甲　賀　町
な　ま　え 年齢 住　所

三木　治右ヱ門 82 小佐治

栗　林　尚　美 79 上野

富　田　喜　義 82 小佐治

玉　置　正　明 64 高野

瀨　戸　市　雄 95 油日

寺　井　富　夫 82 隠岐

嶋　岡　正　吉 71 櫟野

藤　田　成　男 84 田堵野

田　中　や　す 90 岩室

西　川　治郎吉 92 岩室

　田　清　子 78 小佐治

奥　村　長　司 85 鳥居野

山　口　きぬゑ 94 隠岐

葊　岡　　　肇 80 神

雲　　　八重子 71 田堵野

渡　邉　靜　夫 84 大原市場

加　藤　昌　子 89 五反田

甲　南　町
な　ま　え 年齢 住　所

森　岡　　　徹 82 上馬杉

小　山　　　靜 96 深川

鳥　居　ハ　ナ 82 上馬杉

藤　井　昇　一 78 寺庄

黄　瀨　清　二 85 杉谷

井　澤　美　鶴 85 寺庄

中　井　初　野 86 宝木

岡　村　晃　秀 26 杉谷

石　橋　定　一 84 下馬杉

宇　野　脩　一 74 深川市場

土　田　トシ子 68 寺庄

原　田　一　年 69 希望ケ丘

中　島　正　次 92 深川

増　田　き　ぬ 85 深川市場

宮　下　雅　造 80 稗谷

有　馬　正　一 64 希望ケ丘本町

信　楽　町
な　ま　え 年齢 住　所

杉　本　とみ子 93 小川

松　本　九　朗 93 江田

神　山　美　穂 20 神山

有　田　光　平 88 多羅尾

　尾　亀　三 92 長野

上　嶋　眞佐留 93 長野

松　田　京　三 86 牧

松　本　安　枝 82 江田

お誕生おめでとうございます

ご冥福をお祈りします

1

あぶらひ

こうか

新名神高速道路てらしょう

こうなん

甲賀土山ＩC

スタンプポイント
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鹿深夢の森
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.shiga.jp/

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎
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鮎河小学校　１年（22年度）

久
く
保
ぼ
　菜

な
穂
ほ
さん

大原小学校　3年（22年度）
椛
かば
澤
さわ
　彪
ひょうが　
我さん

伴谷小学校　2年（22年度）

上
かみ
村
むら
　紫

し
音
おん
さん

うさぎとりすのぼうけん

ピアニカをふいているぼく

たまごの中から…

　とても現実とは思えない自然の猛威が日本を襲いました。被災地の
方の不安・心境は、計り知れません。テレビでは連日深刻な状況が報
道されています。同じ地上で暮らし、同じ日本で暮らしている人間とし
て改めていろんなことに気付かされます。
　今、私たち一人ひとりの冷静な判断と人と人の絆の強さが大きく問
われているように思います。私たちができることは、少しでもできるこ
とを考え、そして実際に行動すること。微力だけれど、一人ひとりの力
が一つになれば、大きなものになります。
　世界は子どもたちの笑顔であふれています。日本にも再び子ども
たちの笑顔であふれる日が必ずやってくるはず。今は暗闇の中にいる
かもしれませんが、今が過去の思い出となり、明るい未来が必ず訪れ
ることはこれまでの歴史が証明しています。笑顔で暮らせる日が戻っ
てくることを信じて、少しずつでもいいから一つになって一歩一歩、
前に向かって歩くことが大切だと思います。ち

総数
男
女
世帯数

（－44）

46,851人
47,806人

32,483世帯

（－23）

（－21）

（－6）

94,657人
※（　）内は前月比 Ｈ23．2．28現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移


	2011_0401_p01
	2011_0401_all
	2011_0401_p20

